
川崎市も200億円を超える負担をします。
中間新駅周辺にまちづくりの視点をもつべき
①そう思う　　　　②そう思わない

①そう思う　　　　②そう思わない

新百合ヶ丘駅南口・北口へロータリー機能の
分散と充実を図ることが大切

※居住地ごとに集計の上、川崎市に提出しますので必ず町番を御記入下さい

ご意見をお聞かせください

【設問1】 

お住まいは？　          麻生区　　　　　　　　　・　　　丁目

【設問2】 

①そう思う　　　　②そう思わない

区役所、消防署は必要不可欠なものを配置すれば
移転してもよいか

【設問3】 

①訂正し、出し直すべき
②運行本数の数だけしか判断していないので
　説明を加えればよい　

裏面に示した中央ルートのバス便本数の誤りについて【設問4】 

【ご意見】 

川崎市議会議員

あまがさ裕治ゆうじ

新しく生まれかわる
新百合ヶ丘駅周辺に
求めたいことについて

皆様のご意見を！

横浜市営地下鉄3号線
延伸による

麻生区のまちづくり

市営地下鉄3号線延伸の開通促進を！
延伸で「これからのまちづくり」が始まった！

ヨネッティー王禅寺　
付近新駅※

ヨネッティー王禅寺　
付近新駅※

王禅寺公園　
付近新駅※
王禅寺公園　
付近新駅※

白山付近新駅※白山付近新駅※

新百合ケ丘駅新百合ケ丘駅

東側ルート
中央ルート

西側ルート

東側ルート
中央ルート

西側ルート

　今年1月の横浜市営地下鉄3号線（ブルーライン）延伸
の事業化決定は、これからの麻生区のまちづくりに対し
て、大きなインパクトを持っています。長年、地下鉄事業
化の推進のために力を尽くしてきた私の立場は、あくま
でも開通促進です。「あの時しっかり考えておけば…」と
後悔しないように、市民の皆さんからお話を聞き、課題
を整理し、これからのまちづくりのための問題提起とさ
せていただきたいと考えています。

　事業化決定後、駅周辺への民間事業者の投資意欲や
再開発の機運が高まってきています。この民間の活力を
使いながら、老朽化する公共施設や、立地自体が必要性
を問われている麻生消防署など、民間施設を含めた新
百合ヶ丘駅北口の再開発・ロータリーの機能拡充を具体
的に検討する時期になったといえます。
　駅北口再開発の中では、魅力あるこれからの時代の
流れにあった新たな商業集積が必要です。基盤整備を
前提に、新百合ヶ丘駅南北で新しい交通インフラの分散
を図ることも必須のことです。いま世界中で取り組まれ
ているMaaS（IoTによる次世代モビリティを活用し、いろ
いろなサービスを連携させた移動手段）への取組に対
応する、バス乗降可能な機能性のあるロータリー設置を
しなければなりません。
　さらに、駅南口に「地下鉄ブルーライン新百合ヶ丘駅」
が建設されますが、「小田急線新百合ヶ丘駅」にホーム
toホームの乗り換えが便利な位置で整備されるよう進
められているはずですので、この機会をしっかりととらえ
て、駅南口ロータリー機能の公共交通と自家用車の分離
とバリアフリーの充足も整備の重要なポイントです。
　さらに、駅至近な範囲では商業施設の再整備がなさ
れます。

　商業集積のラインナップを大幅に見直すことにより、

「買い物をするならば、二子玉川やたまプラーザよりも
新百合ヶ丘へ」といった選ばれる街、人が集積する中心
地として、南北一体での商圏を充実させることが必要
です。これらの変化により、現状は閑静で良好な住宅街
でありながらも、新百合ヶ丘駅までバスで5分、10分とか
かるために高齢化や老朽化が進む「住宅地エリア」を、
次世代の人たちに、都市としてのサービスを享受しなが
ら、緑豊かな環境を満喫できる魅力ある「住みたいまち」
として選択してもらわなければなりません。サスティナブ
ル（持続可能）なまちとして、生き残っていくために重要
なコンセプトだと考えています。

　今年度中に中間駅位置とルートが決まれば、具体的
な計画立案、様々な手続きが生じます。東ルートならば
調整区域の市街化誘導、西ルートならば周辺の用途区
域格上げ、中央ルートで王禅寺公園付近ならば住環境
に配慮した周辺再整備などの検討が不可欠です。また
「自動運転バス」やＡＩが最短ルートで選んでくれる「次
世代モビリティ」もすでに商用化される今、これからの交
通システムに対応できる交通広場はどんなもので、それ
をどこに、どのように配置するのかなどもすぐに検討し
なければなりません。商業施設やコミュニティ施設の配
置についてもそうです。
　そのためには、中間駅位置、ルートについての公平公
正な情報や資料提供が必要です。行政はどのような資料
を基に、どのように考えて、ルートを決めていくのかを市
民に明示し、市民はその情報をもとに、生活感覚の中か
ら行政の計画に対してフィード
バックする流れが作りたい。そし
て、川崎市の負担分として200億
円を超えるコストをかけるので
すから、多様な魅力がたくさん
あり、持続可能性のある「これか
らのまちづくり」をすすめる必要
があると考えています。

※駅の場所を特定するものではありません

新百合ヶ丘駅北口ロータリーの機能拡充を

「選ばれるまちづくり」を

ルート決定とともにまちづくりの具体化を
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